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《連絡手段》

1. 公衆電話（災害時に比較的つながりやすい）

2. NTT 災害用伝言ダイヤル (171)

3. 被災地域を対象とした無料開放の公衆無線LAN「Wi-Fi」を利用

4. ネット回線で LINE、Twitter、FacebookなどSNS を活用

電話回線がつながらない場合でも、インター ネット回線がつながっていればト ー ク ・ タイムライン ・ 無

料通話は利用可能です。また、複数人で同時にメッセ ー ジの送受信をすることができる「グルー プト ー

ク」機能は緊急連絡網として使うことができます。

《大学からの安否確認方法》

大学に届け出ている住所（本人／保証人）が災害救助法適用地域の場合、大学より安否確認の連絡を行いま
す。状況によって以下2パターン確認方法があります。

【バターン①】

大学から学生ポータル（全学共通のお知らせ）を通じて
安否被害状況確認に関するForms URLを送付

↓ 
Formsを開き、項目に沿って

安否・被害状況を回答

【バターン②※緊急を要する場合】

大学から緊急メー ルアドレスに
安否被害状況確認に関するForms URLを送付

↓ 
Formsを開き、項目に沿って

安否・被害状況を回答

【厚木キャンパス】

農学部：学生教務課 046-270-6225

中央監視室・警備 046-270-6221

a-sa iga i@noda i .ac.jp 

【世田谷キャンバス】

学生部学生課 03-54 77-2228

警備本部 03-3426-6087

s-sa iga i@noda i .ac.jp 

応用生物科学部：学部事務室 03-54 77-2917

生命科学部：学部事務室 03-54 77-2912

地壊環境科学部：学部事務室 03-54 77-2911

国際食料情報学部：学部事務室 03-54 77-2918

【オホーツクキャンバス】

生物産業学部：学生教務課 0152-48-3813 

警備室 01 52-48-3808 

o-sa iga i@noda i .ac.jp 
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防災リテラシーを高めるために
令和6年1月1日16時10分に石川県能登地方でマグニチュード（M）7.6（気象庁暫定

値）の「令和6年能登半島地震」が発生しました。発震機構は北西―南東方向に圧縮軸
を持つ逆断層型で、この地域では一般的なタイプです。今回の地震では、石川県の志賀
町で震度7を観測するとともに、沿岸域では津波も観測され、広い範囲で被害が生じま
した。能登半島北東部では、2020年12月ごろから活発な群発地震が続いており、2021
年9月16日（M5.1）、2022年6月19日（M5.4）、2023年5月5日（M6.5）にも局所的な
被害を起こす地震が発生しています。今回の地震はこれらの地震の規模をはるかに上回
る大地震でした。

政府の地震調査委員会は、これまで南海トラフの発生確率は30年以内に「70％～
80％」としていましたが、2025年1月に「80％程度」へ引き上げることを発表しま
した。いつ大規模地震が起きてもおかしくない状況なのです。被害を最小限に抑える
「減災」のためには、災害についての知識や情報を得ること、日頃の備えと体制づくり
が最も大切です。

本学では学生・教職員・関係者により高い防災意識を維持し、災害に遭遇したとき、
目の前の状況に対して適切に行動し、想定外の事態から自分自身を救う能力である防
災リテラシーの向上のために、次のようなPDCAサイクルを提唱しています。

Plan（計画）    ➡ 学生・教職員およびすべての大学構成員が情報を共有し、防災計画を作る。

Do（実行）       ➡ 防災訓練や研修に積極的に参加する。自主的な防災学習を促進する。

Check（見直し） ➡ 反省材料を洗い直し、常に課題発見の意識を持つ。

Action（改善） ➡ 課題の解決にとどまらず、さらに体制を力強いものとするために学内外
　との連携・協力の下、新たな計画（Plan）作りを実行する。

また、日頃から「共助」「近助」の意識を高めるために、全国の大学に先駆けて農友会体育団体と
大学周辺5町会との間で相互支援協力体制を築き、町の美化運動などのボランティア活動も行っ
ています。
自分の身は自分で守るという「自助」の意識を高めることもとても重要です。防災意識の向上の

ためには、被災された方々の声を聴くことがとても大切と考え、内閣府が推進する『一日前プロジェ
クト』を紹介しています。その内容は災害を種類別に分けて、「もしその日の一日前に戻れるのな
らば、あなたは何をしましたか」という体験型のアンケートによる証言記録となっています。ぜひ
活用してください。
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2025年の主な自然災害　

【 2月 】大船渡の森林火災

少雨・乾燥・強風が招いた山火事。これをきっかけに「林野　
　火災注意報」が創設され、2026年1月から運用が開始されま
　した「林野火災注意報」は、乾燥や強風でリスクが高まった

際に市町村が発令し、屋外での火気使用に注意を呼びかけるも
　のです。

【 5月～6月】

西日本から北陸は5月中に梅雨入りし、6月終わりまでに梅雨
明けしました。関東甲信も2018年以来2回目で過去最も早い
6月に梅雨明けしました。北陸では6月の梅雨明けは史上初で
す。

【8月 】九州を襲った記録的豪雨
8月6日(水)から11日(月)にかけて、日本列島では各地で大雨にな
りました。特に九州は、複数回にわたり線状降水帯が発生して、
浸水や土砂災害、河川の氾濫など大雨災害に見舞われました。

【12月 】青森県で震度6強　初の"後発地震注意情報"発令

統計史上初の6月梅雨明け 西日本で記録更新

【 7月】
2025年7月30日(水)8時25分頃にカムチャツカ半島付近で発生し
た地震により、日本の沿岸に津波警報・津波注意報が発表されま
した。国内では最大で1.3mの津波（岩手県・久慈港）が観測さ
れました。海外で発生した地震でも日本列島の広範囲に影響が及
ぶことを示した事例です。遠方の地震だからと油断せず、津波情
報に迅速に対応することの重要性が改めて認識されました。

2025年12月8日(月)23時15分頃、青森県東方沖で地震が発生しま
した。日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の想定震源域に影響を
与える場所が震源で、規模が基準を満たしたため、気象庁は始め
めての「北海道・三陸沖後発地震注意情報」を発表しました。

また、近年、日本全国で熊（クマ）による人身被害が急増してお
り、過去最悪のペースで推移しています。特に2025年度は死者数
が前年度の2倍となるなど、深刻な事態となっています。
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震度階級

気象庁の震度階級は「震度0」「震度1」「震度2」「震度3」「震度4」「震度5弱」「震度5強」「震度6弱」
「震度6強」「震度7」の10階級となっています。

気象庁ホームページより
https://www.jma.go.jp/jma/
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緊急地震速報

地震の発生直後に、各地での強い揺れの到達時刻や震度、長周期地震動階級を予想し、可能な限
り素早く知らせる情報のことです。強い揺れの前に、自らの身を守ったり、列車のスピードを落と
したり、あるいは工場等で機械制御を行うなどの活用がなされています。
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気象庁ホームページより
https://www.jma.go.jp/jma/
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水害時の避難の流れ

1　自宅や学校・職場には、どのような危険があるのか確認しましょう。
市町村が作成しているハザードマップや地域防災計画を見て、河川が氾濫した場合には何m浸

水してしまうのか、土砂災害が起こりやすい場所ではないか等、自宅や学校・職場等のよく立ち入
る場所には、どのような危険があるのか確認しましょう。市町村が指定している避難場所を確認し、
そこまでの経路や移動手段について計画しておきましょう。

2　市町村から発令される避難情報について確認しましょう。
市町村から発令される避難情報の入手方法（市町村のウェブサイト、防災無線等）について確認

しましょう。

3　「避難が必要かどうか」を判断するようにしましょう。
住んでいる場所が安全な場合は避難所に行く必要はありません。自宅にとどまる「在宅避難」を

しましょう。建物内のより安全と思われる部屋（上層階の部屋、山からできるだけ離れた部屋）に
移動しましょう。
あらかじめ避難所以外への安全な場所へ避難する「分散避難」についても考えておきましょう。

参考：内閣府「防災情報のページ」より
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Ⅰ 大規模地震発生時の行動ポイント【学内編】

❶ 揺れを感じたらまず身の安全を確保

・ガラス窓や棚のそばから離れる。
・机の下にもぐるかカバンや衣類などで頭を覆い、落下物から身を守る。
・出来る範囲でドアを開け出口を確保する。
・実験中など火器や薬品を使用している場合は身の安全を第一に考え、消火をし危険物から離れる。
・広場やグラウンドにいる際はその場で座って揺れがおさまるまで待機する。

❷ 揺れがおさまったら

・慌てず、騒がず、落ち着いた行動を心がける。
・まずは気持を落ち着ける。
・天井が落下したり、壁にヒビが入った場合は屋外に避難する。
・火災を発見したら「火事だ～」と大きな声で周りの人へ知らせ安全を確認した上で協力して消火活動を
 行う。
・負傷者がいた時はお互いに協力して応急手当する。
・余震がくることを想定して行動する。

❸ 建物から退避する際の判断基準

・天井からの落下物や棚やロッカー類の転倒、内壁の亀裂などがあった場合。
・高圧ガスボンベが倒れたり、薬品類が転落し、ガス、液体などが流失した時。
・火災により薬品などの液体が充満した場合。
・避難時は必ず出入口のドアを閉める。

1.地震発生直後
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❹ 研究室・部室では

・研究室内では、危険物や高圧ガスボンベなどが多量に使用されているため、電気ストーブ、ガスストーブ、
灯油ストーブなどの持ち込みや使用は禁止。
・部室内のガソリンや灯油などの危険物の保管は禁止。
・研究室内での、危険物、化学物質の使用時は、担当教員の指導のもと、決められた方法、手順を守り十分
注意して取り扱う。
・薬品類は、指定された保管場所に必ず戻しておく。
・毒劇物などの化学薬品の保管庫は、担当教員の指導のもと、必ず施錠して管理する。
・研究室内では、酸素、水素、窒素、一酸化炭素、アンモニアなど、危険で多種多様な高圧ガスボンベが使
用され、実験器具などに接続されている。転倒した場合などは、ボンベの接続部が外れることもあるので、
取り扱いには十分注意する。
・ボンベの搬送や交換は、原則として専門業者が行う。学生や大学院生が移動や接続をする際は、必ず指
導教員の確認をする。

❺ 自然災害による休講・休校時の課外活動について

・気象警報（大雨、洪水、暴風、大雪等）の発令により、公共交通機関に影響を及ぼす場合は、通学・帰宅の安
全性を考慮して、休講・休校の措置を取ることがあります。学生ポータルを必ず確認してください。
・大学が休講・休校時は、課外活動、研究室活動も原則中止になります。
・安全確保の為、諸活動を中止し、活動指導の立場にある教職員の指示に従ってください。

❻ 避難行動時の注意点

・貴重品は必ず身に着ける。
・一度避難したら戻らない。
・火災が発生した時は、煙を吸わないようタオルやハンカチなどで口と鼻を覆う。
・エレベーターは使用しない。
・避難口までの最短で最も安全なルートを選択する。
・ブレーカーを遮断する。
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2.火災が発生したら

◯早く周りの人たちに「火災」を知らせるため、大声で「火事だ～！」と叫んで、他の人の協力を呼びかけてください。
大きな声を出すということは、周りの人に火災を教えると同時に自分を落ち着かせる効果があります。

◯火災警報器（非常ベル）を押して、警報音を発動させてください。屋内消火栓の設置場所を知っていますか。
各校舎の廊下や通路に設置してあります。屋内消火栓の箱の上部には、非常ベルがありますので、火災など
を発見した場合は、押して警報を鳴らしてください。すぐに警備員や設備担当者が駆けつけます。

◯火災の場合は119番通報してください。
◯119番通報後、各キャンパスの警備本部または警備室に連絡してください。
◯近くにある消火器や屋内消火栓を活用し、周りの人たちと協力して消火してください。天井まで火が上がったら、残
存者の確認後、扉を閉めて避難してください。（消火器などの取扱いは、各キャンパスの消防訓練等で指導します。）

❶ 火災時の避難方法

・室内の火災の勢いが強く、身の危険を感じたら扉は閉めて避難。
・煙の中を避難する時は、ハンカチなどで口や鼻を覆い姿勢を低くして、なるべく煙を吸わないようする。
・化学薬品は、容器の蓋を閉めて避難。
・裸火は消し、ガスの元栓、電気器具の電源は切る。
・高圧ガスボンベは、バルブを閉鎖する。
・サイレンが鳴ったら、部屋から出て非常放送を聞く。
・非常放送や教職員の指示に従う。

❷ 揺れがおさまったら

・ガスに引火して爆発する危険があるので、火をつけないようにします。
・火災や爆発の危険があるので、電気のスイッチに触らないようにしましょう。
・ケガをする危険があるので、部屋の中を裸足で歩かないようにしましょう。
・ケガをする危険があるので、救出活動はひとりではなく複数で行いましょう。
・閉じ込められる危険があるので、エレベーターは使わないようにしましょう。
・緊急車両の通行の妨げになるので、避難に車は使わないようにしましょう。
・電話回線がパンクするので、発災直後に不要不急の電話の使用は控えましょう。
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3.地震発生後

◯大規模地震が発生した場合には、むやみにキャンパス外に出ないでください。
◯安否を確認するため、指示があるまで避難場所又は1号館・農大アカデミアセンターに待機してください。
◯学外にいる学生は、必ず各学科の指導教員へ自分の安否を報告してください。
◯学内外の被害状況や交通状況等により学内に留まらせるかどうかを大学で判断します。
◯大学の避難指示等に従ってください。
◯避難が長時間に及ぶ場合は、非常用飲料水、食料などを配布します。（例として、世田谷キャンパスでは5,000
人×3日分を常時備蓄）

◯就寝する場合は、就寝場所を指定し寝具類を配布。
◯学生の障害にならない程度、近隣住民及び帰宅困難者をキャンパス内に受け入れます。
◯大学から連絡する情報（緊急に限る電話連絡、学生ポータル）には常に確認してください。

❶ 状況が落ち着いてきたら安否の確認

・建物内から避難してきたら、逃げ遅れた人がいないかどうか協力して確認する。
・逃げ遅れた人がいた場合は、教職員へ連絡する。
・逃げ遅れた人がいないことを確認してから指定する避難場所（グラウンド）へ移動する。

❷ 帰宅するのか、学校に残るのか

・余震がおさまり落ち着いてきたら、自宅の安全や交通機関の状況などにより帰宅するか、大学に残るか
を判断する。
・テレビ、ラジオなどの正確な情報を踏まえた上で判断する。
・帰宅する場合は、必ず大学に連絡する。
・学校に残る場合は、大学の指示に従って行動する。
・家族の安否を確認し、連絡の取れない人は学科教員または学生課に相談する。
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▶︎大学からの距離・地図

交通機関がストップした場合、帰宅困難に陥る多くの人で道路が混雑することが予想されます。歩いて帰る
ことが出来る距離は約10km程度とされていますが、通常と違って歩く速度が遅くなることを念頭に置いて
無理をしないよう判断してください。

東京

●厚木

神奈川県

◎相模原

◎藤沢

◎八王子

◎所沢

◎多摩

◎海老名

◎鎌倉
◎逗子

◎川崎

◎世田谷

◎大和

◎横須賀

◎茅ヶ崎◎平塚

◎伊勢原

◎町田

◎品川

◎新宿

◎川口

◎府中

◎江戸川区

１

◎西東京

東海
道新
幹線

◎杉並区

◎練馬区

◎港区◎渋谷

◎横浜

東京湾

◎大田区

◎立川
東京都

◎調布
◎狛江

農大

農大
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Ⅱ 大規模地震発生時の行動ポイント【学外編】

❶ 地震発生直後

・周辺の状況を確認し、自分の身を守ることを第一に考え、ガラス窓・ブロック塀・電柱・自動販売機など
から離れ、落下物にも注意する。揺れがおさまったら、被害の状況を正しく把握するよう努める。
・公共交通機関に乗車している時は乗務員の指示に従う。
・避難中は警察や消防の指示に従う。

❷ 状況が落ち着いたら

・最も近い公園などの一時避難場所に避難する。
・被災状況によっては広域避難場所へ移動する。
・駅周辺は大混雑になるので、パニックに巻き込まれないよう冷静な行動を心がける。
・災害時の避難歩行は通常時より歩く速度が遅くなり、10㎞で約4時間程度かかるとされているので、決
して無理をしない。
・日没後、周辺が暗くなってからの行動は危険が伴うので避ける。
・二次災害に巻き込まれることがないよう、単独での行動は避け、複数で行動する。

❸ 室内の備え

・なるべく部屋に物を置かない。
・納戸やクローゼット、据え付け収納家具に収納するなど、できるだけ生活空間に家具類を多く置かない
ように。
・緊急地震速報を聞いたとき、すぐに物を置いていない空間に避難すれば安全。

❹ 避難経路確保のレイアウト

・ドアや避難経路をふさがないように、家具配置のレイアウトを工夫する。
・部屋の出入り口や廊下には家具類を置かないように、据え付けの戸棚に収納する。
・引き出しの飛び出しに注意し、置く方向を考える。

❺ 火災などの二次災害を防ぐ

・家具類がストーブに転倒・落下・移動すると、火災などの二次災害を引き起こす危険がある。
・発火のおそれがある家具・家電も転倒・落下・移動防止対策が必須。
・ブレーカーを遮断する。
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Ⅲ やっておきたい地震対策

❶ 学内では

・避難口や避難場所を事前に確認。
・避難経路や非常口となる出入口、非常扉、屋内消火栓の周辺には、障害となるものは置かない。
・書棚、薬品庫などは転倒や落下を防ぐため、転倒防止金具などで固定する。
・冷蔵庫やコピー機などは移動防止器具などで固定する。
・学内に配置されている消火器、屋内消火栓、避難器具の位置を普段から把握し使用方法を習得する。
・徒歩で避難することを想定し、帰宅経路を事前に調べておく。
・携帯電話が使用できないことを想定し、家族との連絡方法を決めておく。
・研究室、クラブ部室等には、停電に備えてランタン、懐中電灯や携帯ラジオを用意しておく。

❷ 自宅や寮では

・飛散ガラスから身を守るため、ヘルメット、軍手、スニーカーなどを用意。
・非常用持出品を決めておき、非常時はすぐに持ち出せるように。

❸ 家族で防災会議を開こう

地震・火災・風水害に備えて、家族で以下のような話し合いをしておきましょう。
・家の中で安全な場所はどこか
・応急手当の知識を身につける
・消火器具などの安全点検
・火気器具などの安全点検
・避難場所、避難道路の確認
・家族の役割分担
・万が一の際の家族との連絡方法・集合場所
・非常持ち出し品の点検、置き場所の確認

【例】
貴重品（お金・携帯電話等）・非常用食料・飲料水（1日用）
下着・衣類・タオル・雨具・懐中電灯・ラジオ・軍手・ヘルメット
スニーカー・カイロ・薬など
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Ⅳ 災害時の障がい者支援について

1.支援の心得

（1）お互いを尊重し、コミュニケーションを
「お願いされる⇔する」だけでなく、相手の立場と自分自身の立場を尊重し、コミュニケーションを取り
ながら、必要な支援は何かを確認します。

（2）笑顔で
相手も自分も笑顔で対応することでお互いの安心につながります。

（3）プライバシーを尊重
知り得た障がいの内容や秘密情報など、相手のプライバシーを尊重します。時には守秘義務が伴うこと

があります。

（4）できないことは、できません
できないことは「できません」と伝え、無理に行うことはありません。事故や怪我など、お互いの危険に

つながる場合があります。

（5）障がいのある方にもできること
障がいがあっても、支援する側になれる場合もあります。避難場所などで人出が必要な時は、障がいの

ある方にも声をかけて、支援できることを可能な限り作業に協力してもらうようお願いをしてみることも
必要です。
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2.視覚障害

（1）災害が起きたときは、どんなことに困るのでしょうか？
・周囲の状況が見えないため、どのように行動すればよいか判断が困難です。
・被害状況や避難場所など、災害に係る情報を得ることが困難な場合があります。
・家具の下敷き、部屋・建物に閉じ込められるなど身動きがとれないときに、捜索者の存在に気付きにくい
ため、救出につながりにくい場合があります。
・体育館など広い、大勢の人や物がある避難場所では、一人で行動することが困難になります。
・コミュニケーションが取りづらく、孤立してしまう場合があります。

（2）視覚障害は症状が様々
・色覚異常などの方は同系色などの見分け方が難しく、木漏れ日のような光や、石段などのような不規則
な階段が苦手です（色覚異常者は視覚障害者には含まれません）。
・明暗順応が調節しづらい方は、明るいところや暗いところに行くと、全く見えなくなることがあります。
・視線や顔の向きを相手に合わせられず誤解を招く場合があります。
・視野が狭い方は、中心の視力はあるので視野に入ったものは比較的遠くまで見えますが、真横や足元が
見えず、一人で歩くことが困難な場合があります。

（3）移動・誘導するとき
・どのように誘導すればよいか、本人の意見を尊重してください。
・誘導時は手や杖をつかまず、自分の肩や肘などにつかまってもらい、相手の半歩前を歩きます。
・本人から離れるときは、今いる場所が「どこで」、「どんな場所か」、「何があるか」を伝え、安全につかまる
ことができるものがある場所や座れる場所まで誘導します。

（4）避難場所での支援
・現在いる場所や周囲の位置関係（トイレや入口）が把握しやすい場所で過ごせるように配慮します。
・トイレへの誘導で、本人が初めて利用する仮設トイレの場合は、トイレの入り口までではなく個室の中
まで案内し、使用方法や便座、トイレットペーパーの位置など、中の様子も伝えます。
・連絡等の掲示・表示物については、内容を読み上げて教えてください。
・支援物資や食料品等の配付の際は、本人に直接手渡しで届くように配慮します。
・申請書など必要な書類の記入を頼まれたときは、代筆します。
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3.聴覚障害

（1）災害が起きたときは、どんなことに困るのでしょうか？
・音声による災害情報の場合、避難方法や避難場所の案内が伝わりません。水害などに気付かないことが
あります。
・建物に閉じ込められた際などに、呼びかけが聞こえず、捜索者の存在に気付かない場合があり、救出につ
ながりにくくなります。
・避難場所に着いても放送や呼びかけが聞こえず、食事の配給などの援助がなかなか受けられないことが
あります。
・離れた場所にいる家族などと連絡を取り合うのが難しくなったり、周囲とコミュニケーションがうまく
形成できず、孤立してしまうことがあります。
・停電時や暗い場所、煙の中など視覚からの情報が入らないときコミュニケーションが取れません。
・補聴器や人工内耳などの電池の入手が困難になります。

（2）災害（地震）が発生した時の支援
・筆談や身振り手振り、携帯電話等のメール機能などを使って震災状況などに関する情報を伝え、音声情
報には必ず視覚情報（手話、文字）をつけます。
・災害時、緊急時は本人と一緒に移動を心がけてください。

（3）避難場所での支援
・放送内容や広報情報は、避難所運営者とも相談のうえ、呼びかけだけでなく掲示板やホワイトボードに
記入者・日時を添えて書き出します。
・情報を提供するときや更新するときは、ライトを点灯するなどの合図で告知します。
・「耳が不自由な方はいますか？」「手話通訳が必要な方はいますか？」などの掲示板を、誰からもよく見え
るところに張り出してください。
・コミュニケーションが取れず孤立しないよう、時々様子を伺います。
・代理で電話を頼まれた場合に対応します。補聴器を付けていても全ての会話が聞こえるわけではなく、
電話ができない方もいます。

（4）伝え方のポイント
・普通の大きさの声で、顔を見ながらゆっくり、文節で区切って話します。
　「区切り方の例：昨日の／テレビ／見た？」
・筆談の場合は、ポイントを簡潔に伝えます。
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▶50音指差し表

あ か さ た な は ま や ら わ

い き し ち に ひ み ゆ り を

う く す つ ぬ ふ む よ る ん

え け せ て ね へ め ゛ れ

お こ そ と の ほ も 。 ろ ？

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0
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Ⅴ　情報の共有と日常の心がけ

NTT災害用伝言ダイヤル171

地震、噴火などの災害の発生により、被災地への通信が増加し、つながりにくい状況
になった場合に提供開始。「171」にダイヤルし、案内に従って録音や再生を行う。

・1回の録音時間は30秒
・伝言保存期間は災害用伝言ダイヤル（171）の運用期間終了まで
・加入電話・ISDN・ひかり電話・携帯電話・PHS・IP電話の番号が登録可能
・固定電話の番号は市外局番から入力が必要
・伝言蓄積数は電話番号あたり1～20伝言（提供時に告知）
・NTT東日本・NTT西日本の電話サービスから伝言の録音・再生をする場合の通話料
は無料
・避難所等に設置する災害時用公衆電話からの利用は無料
・暗証番号の利用により、他人に聞かれたくない伝言など特定の人との間での伝言録
音・再生も利用可能	・毎月1日,15日	00:00～24:00、正月三が日（1月1日00:00～1
月3日24:00）、
防災週間（8月30日9:00～9月5日17:00）
防災とボランティア週間（1月15日9:00～1月21日17:00）は体験利用ができる
・「災害用伝言板（web171）」との連携により、それぞれで登録された伝言内容の、相
互確認が可能。

（NTT東日本　ホームページより）

1．安否確認の方法
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▶災害用伝言ダイヤル（171）の基本操作方法

電話で録音

「 171」をダイヤル

録音は「 1」を入力

「 9 」で終了

メッセージを録音

続けて「 1 」を入力

被災地の方の「電話番号」の番号を入力

（暗証番号を利用した録音は「3」です。）

（ダイヤル式の方はそのままお待ちください。）

携帯電話等の番号でもご利用いただけます。

録音篇

災害用伝言ダイヤル
7

携帯電話やPHSなどからのご利用につ
いてはご契約の各通信事業者にお問い
合わせください。

※NTT東日本・NTT西日本の電話から接続時の通話料は無料
です。他通信事業者からの接続する場合の通話料についてはご
契約の各通信事業者にお問い合せください。

電話で確認

「 171」をダイヤル

再生後のメッセージの録音は「 3 」

繰り返し再生は「 8 」
次の伝言の再生は「 9 」

「 1 」で伝言の再生開始

被災地の方の「電話番号」の番号を入力

再生は「 2 」を入力
（暗証番号を利用した再生は「4」です。）

（ダイヤル式の方はそのままお待ちください。）

携帯電話等の番号でもご利用いただけます。

再生篇

災害用伝言ダイヤル
7

携帯電話やPHSなどからのご利用につ
いてはご契約の各通信事業者にお問い
合わせください。

※NTT東日本・NTT西日本の電話から接続時の通話料は無料
です。他通信事業者からの接続する場合の通話料についてはご
契約の各通信事業者にお問い合せください。
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SNSを活用

SNSやショートメッセージで家族や友人に安否を伝えるのも有効。通じない場合も想定してLINE、	

Twitter、Facebook、Instagramなど複数の連絡手段を用意しておくこと。

公衆電話

災害時、携帯電話などはつながりにくくなりますが、公衆電話は比較的つながりやすいと言われています。公衆

電話の使い方を覚えておきましょう。

●パソコンや携帯電話から安否情報を一括検索できる「J-anpi」
「J-anpi」では、各種災害用伝言板に登録してある安否情報や、協力している企業・団体・自治体が提供
する安否情報を電話番号または氏名で検索できる。

※「東京くらし防災」より
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❶ 日常備蓄とは

大地震が発生すると、電気・ガス・水道などのライフラインがストップし、物資の供給などの流通が機能
しない可能性があります。自宅が無事だった場合は、このような環境のもとで、自宅にとどまって生活す
ることが予想されます。自宅で生活する上で必要な物を備えておくことが大切です。日頃利用している
食料品や生活必需品を少し多めに購入しておく「日常備蓄」なら簡単に備蓄ができます。

参考：東京都『「日常備蓄」で災害に備えようパンフレット』

3．日頃の備えを心がける

2．防災マップの使い方

❶ 避難所・避難場所を確認する

自分が居住している区市町村のハザードマップを見て、避難所・避難場所の場所を確認。

❷ 自宅周辺を歩く

実際に自宅から避難経路を歩いてみよう。危険な個所がないか、休憩が取れる場所はあるかなどをチェッ
ク。複数の経路を用意しておくこと。
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❷ 非常用持ち出し袋

自宅が被災したときは、安全な場所に避難し避難生活を送ることになります。非常時に持ち出すべきも
のをあらかじめリュックサックに詰めておき、いつでもすぐに持ち出せるようにしておきましょう。当
面必要となる最小限の品を納めた袋が非常用持ち出し袋です。

非常持ち出し袋には、最低これだけは必要です。

日常備蓄品・最小限備えておきたいアイテムの一例

●食品
水（目安1日 3ℓ飲料水、調理用）、主食（レトルトご飯、麺）、主菜（缶詰、冷凍食品、
レトルト食品）、缶詰、野菜ジュース、菓子類

●生活用品
持病の薬、ティッシュペーパー、トイレットペーパー、ゴミ袋、食品包装ラップ（食器用）、
タオル、携帯電話の予備バッテリー、懐中電灯、乾電池、カセットコンロ、マスク、
手指消毒液
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4．避難の流れを知っておく
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非非常常用用持持出出品品チチェェッッククシシーートト

※避難するときにまず持ち出すべきものです。非常用持出袋に入れ、玄関など持ち出しやすい
場所に置いておきましょう

貴貴重重品品類類

10円玉は公衆電話用に。通帳、カード、健康
保険証、運転免許証などは番号を控えたメ
モかコピーを用意しておくとよいでしょう。

現金　10円玉

預金通帳

印鑑

保険証

免許証

避避難難用用具具

懐中電灯はできれば一人に一つ用意したい
もの。

懐中電灯

携帯ラジオ

予備の乾電池

ヘルメット・防災ずきん

生生活活用用品品

避難所生活に最低限必要なものです。赤
ちゃんやお年寄り、障害者がいる場合など
考慮して揃えましょう。

厚手の手袋

毛布

缶切り

ライター・マッチ

ナイフ

携帯用トイレ

救救急急用用具具

救急箱には絆創膏・消毒液など。その他ビタ
ミン剤など日頃使っているサプリメントなども
あるとよいでしょう。

救急箱

処方箋の控え

胃腸薬・便秘薬・持病の薬

生理用品

非非常常食食品品

最低3日分は用意しましょう。そのままで食
べられるものが便利です。

乾パン

缶詰

栄養補助食品

アメ・チョコレート

飲料水

衣衣料料品品

衣類は動きやすいものを選びましょう。セー
ターなどの防寒具も寒い季節には役立ちま
す。

下着・靴下

長袖・長ズボン

防寒用ジャケット・雨具

そそのの他他

携帯用カイロ

5．非常用持出品チェックシート
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Ⅵ 東京農業大学の取り組み～協力して災害に対処する～

いざという時に備えて、普段から隣近所の協力体制をつくり、防災市民組織や防災訓練に参加しよう。

地震避難訓練（年1回実施）　

世田谷キャンパスでの防災訓練

・地震発生を想定して学生、教職員及び大学関係者を含む全員がグラウンドに避難する。避難後は各学科、研
究室等による点呼を行い、安全確保に努める。

防災訓練に参加しよう
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厚木キャンパスでの防災訓練

オホーツクキャンパスでの防災訓練
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都内には防災について体験しながら学べる「防災館（東京消防庁 都民防災教育センター）」が3ヵ所あります。

池袋防災館
豊島区西池袋2丁目37番地8号　
TEL：03-3590-6565

立川防災館
立川市泉町1156番地の1
TEL：042-521-1119

本所防災館
東京都墨田区横川4-6-6
TEL：03-3621-0119

詳しくは「防災館（東京消防庁 都民防災教育センター）」のホームページを参考にしてください。
URL：https://tokyo-bskan.jp/

防災について体験しよう
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Ⅶ 地域との連携

災害時における協力体制の協定等について

　本学世田谷キャンパスにおいては地震等の大規模災害が発生した場合に、区民、在学在勤者等の安全確
保を図るため、応急対策活動に対する協力体制の確保を目的として、世田谷区、大学周辺の近隣町会と連携
協定を締結しています。東京農業大学は、世田谷区から要請があったときに、次の事項について被災状況を
ふまえて可能な範囲内で協力します。（１）地域の安全確保のため、施設の一時的避難施設としての提供及
び設備の使用（２）大学周辺の被災地域、避難場所等での学生・教職員のボランティア活動（３）その他の協
力要請事項。
　また、近隣町会の方々と東京農業大学の学生（柔道部・相撲部・ボクシング部・ホッケー部・硬式野球部・陸
上競技部に所属する学生）が災害時を想定しつつ、平時から繋がりがもてる関係の構築を目指すため、覚書
を交わしています。
　覚書内容は、平常時は地域イベントへの参加等、災害時は災害時要援護者支援、避難所運営支援等です。
　消防署との連携は、各町会で実施する防火防災訓練や毎年大学で実施する普通救命講習会には世田谷消
防団の団員が指導者として活動しています。消防団員は地域の住民でもあり、有事の際には皆さんと連携
し活動することとなります。現在区内在住の学生が消防団員として多く活躍しています。

世田谷区・近隣町会との連携・協定

　平成29年5月1日に「東京農業大学と世田谷区の災害時における協力体制に関する協定」及び「東京農業大学
と5町会の相互支援覚書」が交わされました。目的はいずれも災害発生時に区民と学生・教職員の安全確保、生活
復興等の応急対策を講じるためのものです。
　区との協力体制は施設の提供及び相互利用、被災地域、避難場所等での学生、教職員によるボランティア活動
の支援を行うものです。5町会との協力体制は災害が発生した場合、学生寮に居住する運動部の学生が各運動部
の担当する町会に要配慮者の支援、避難所運営支援等に協力するものです。
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経堂1丁目町会・経堂農大通り商店街振興組合「合同防災防火訓練」
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Ⅷ　知ってください！消防団のこと



消防団は、日頃各々の職業（サラ

リーマン、自営業、学生など）に従事

し、災害等の際に消防団員としてその対

応に当たります。今、特別区内では約

14,000人の消防団員が地域社会のため

に活動しています。 

 消防団は、消火活動を行ったり、風

水害などの災害時には水位の警戒などを

行います。また平常時には応急救護など

の都民指導や、地域 

のお祭りなどの警戒

業務などの活動をし

ています。 

 18歳以上の健康な方なら大歓迎で

す。すでに特別区内では500人以上の学

生消防団員が地域防災の要として活躍し

ています。 

 消防団員は特別職の地方公務員で

す。年間一定の金額が報酬として支給さ

れるとともに、災害や訓練に出場した場

合には手当が支給 

されます。 

35



 東京消防庁世田谷消防署・消防団本部まで電話等で 

 ご連絡ください。 

℡ ０３－３４１２－０１１９（ 内線 ３２０ ） 
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〈資料〉
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世田谷区HP参照

38



駐輪場駐輪場

温室群温室群

有機性廃棄物処理
プラント

バスロータリー

温室群温室群
長谷門

体育館体育館

講義棟講義棟

学生会館学生会館

実験実習棟実験実習棟
第2講義棟第2講義棟

研究棟研究棟 レストランレストラン

駐輪場

湘北短期大学入口
交差点 

本部棟本部棟

駐輪場

湘北短期大学 

正門正門

動物舎動物舎

集合場所

植物園植物園
温室温室

ドッグランドッグラン 温室群温室群

馬場馬場

犬舎犬舎
廐舎廐舎

温水門
船子門

生き物連携
センター

避難経路
集合場所
自動体外式除細動器設置場所AED

AED

AED AED

AED

AED
AED

厚木キャンパス

39



厚木市HP参照

40



北海道オホーツクキャンパス
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網走市HP参照
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【防災アプリ】

東京都防災アプリ

　いつも・いざというときにも役に立つ、東京都公式の防災アプリです。
　「あそぶ」「まなぶ」「つかう」をコンセプトに、楽しみながら防災の基礎知識を得られるなど、災害時に
役立つコンテンツが搭載されています。防災ブック「東京防災」「東京くらし防災」をはじめ、災害への備
えに役立つ多くのコンテンツの中から自分好みでメニューをカスタマイズして利用できます。

Android iOS

NHKニュース・防災アプリ

　NHKの公式アプリです。地震・津波・台風など、あらゆる災害情報に対応しています。ライブ映像機能
で各地の河川の様子などをリアルタイムで確認できます。

Android iOS
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